
 農地中間管理事業の推進に関する法律（平成２５年法律第１０１号）第２６条第１項に

基づく農業者等の協議が行われたので、同項の規定により下記のとおり公表する。 

 

平成３１年２月２１日 

 

平戸市長  黒田 成彦 

 

記 

 

１．協議の場を設けた区域の範囲 

  平戸地域 

 

２．協議の結果を取りまとめた年月日 

  平成３１年２月２１日 

 

３．当該区域における今後の地域の中心となる経営体（担い手）の状況 

 ・法人   ５経営体 

 ・個人 ２１７経営体 

 

４．３の結果として、当該区域に担い手が十分いるかどうか 

  変更なし 

 

５．当該区域における農地中間管理事業の活用方針 

  変更なし 

 

６．当該区域における農業の将来のあり方 

  変更なし 

 

  



 農地中間管理事業の推進に関する法律（平成２５年法律第１０１号）第２６条第１項に

基づく農業者等の協議が行われたので、同項の規定により下記のとおり公表する。 

 

平成３１年２月２１日 

 

平戸市長  黒田 成彦 

 

記 

 

１．協議の場を設けた区域の範囲 

  生月地区 

 

２．協議の結果を取りまとめた年月日 

  平成３１年２月２１日 

 

３．当該区域における今後の地域の中心となる経営体（担い手）の状況 

 ・法人  １経営体 

 ・個人 ２７経営体 

 

４．３の結果として、当該区域に担い手が十分いるかどうか 

  変更なし 

 

５．当該区域における農地中間管理事業の活用方針 

  変更なし 

 

６．当該区域における農業の将来のあり方 

  変更なし 

 

  



 農地中間管理事業の推進に関する法律（平成２５年法律第１０１号）第２６条第１項に

基づく農業者等の協議が行われたので、同項の規定により下記のとおり公表する。 

 

平成３１年２月２１日 

 

平戸市長  黒田 成彦 

 

記 

 

１．協議の場を設けた区域の範囲 

  田平地区 

 

２．協議の結果を取りまとめた年月日 

  平成３１年２月２１日 

 

３．当該区域における今後の地域の中心となる経営体（担い手）の状況 

 ・法人  １経営体 

 ・個人 ５７経営体 

 

４．３の結果として、当該区域に担い手が十分いるかどうか 

  変更なし 

 

５．当該区域における農地中間管理事業の活用方針 

  変更なし 

 

６．当該区域における農業の将来のあり方 

  変更なし 

 

  



 農地中間管理事業の推進に関する法律（平成２５年法律第１０１号）第２６条第１項に

基づく農業者等の協議が行われたので、同項の規定により下記のとおり公表する。 

 

平成３１年２月２１日 

 

平戸市長  黒田 成彦 

 

記 

 

１．協議の場を設けた区域の範囲 

  大島地区 

 

２．協議の結果を取りまとめた年月日 

  平成３１年２月２１日 

 

３．当該区域における今後の地域の中心となる経営体（担い手）の状況 

 ・法人  １経営体 

 ・個人 ４１経営体 

 

４．３の結果として、当該区域に担い手が十分いるかどうか 

  変更なし 

 

５．当該区域における農地中間管理事業の活用方針 

  変更なし 

 

６．当該区域における農業の将来のあり方 

  変更なし 

 

  



 農地中間管理事業の推進に関する法律（平成２５年法律第１０１号）第２６条第１項に

基づく農業者等の協議が行われたので、同項の規定により下記のとおり公表する。 

 

平成３１年２月２１日 

 

平戸市長  黒田 成彦 

 

記 

 

１．協議の場を設けた区域の範囲 

  大野地区 

 

２．協議の結果を取りまとめた年月日 

  平成３１年２月２１日 

 

３．当該区域における今後の地域の中心となる経営体（担い手）の状況 

 ・法人 なし 

 ・個人 １１経営体 

 

４．３の結果として、当該区域に担い手が十分いるかどうか 

  担い手は十分確保されている。 

 

５．当該区域における農地中間管理事業の活用方針 

  地域の農地所有者、農業をリタイア・経営転換する人及び担い手の分散錯圃を解消す

るため利用権を交換しようとする人は、原則として農地中間管理機構に貸し付ける。 

 

６．当該区域における農業の将来のあり方 

  生産性の向上及び農業経営基盤の強化等を図るため、区画整理を実施し、担い手への

農地集積・集約化を進める。 

  具体的には、区画整理により耕作条件が改善した農地について、小麦・玉ねぎ・ブロ

ッコリー・ばれいしょ等の裏作を実施し、農地の有効活用を図るとともに、作付面積を

拡大する。 

  担い手への農地集積・集約に当たっては、地域の徹底した話合いの下、農地中間管理

事業の活用による効率的な農地利用に努め、地域農業の安定的な経営を確立する。 

 



 農地中間管理事業の推進に関する法律（平成２５年法律第１０１号）第２６条第１項に

基づく農業者等の協議が行われたので、同項の規定により下記のとおり公表する。 

 

平成３１年２月２１日 

 

平戸市長  黒田 成彦 

 

記 

 

１．協議の場を設けた区域の範囲 

  米の内地区 

 

２．協議の結果を取りまとめた年月日 

  平成３１年２月２１日 

 

３．当該区域における今後の地域の中心となる経営体（担い手）の状況 

 ・法人  １経営体 

 ・個人 １２経営体 

 

４．３の結果として、当該区域に担い手が十分いるかどうか 

  担い手はいるが十分ではない。 

 

５．当該区域における農地中間管理事業の活用方針 

  地域の農地所有者、農業をリタイア・経営転換する人及び担い手の分散錯圃を解消す

るため利用権を交換しようとする人は、原則として農地中間管理機構に貸し付ける。 

 

６．当該区域における農業の将来のあり方 

  地域農業の安定的な経営を確立するため、区画整理済みの農地を有効活用し、担い手

への農地集積・集約化を進める。 

  具体的には、地域の大半を占める耕種農家と一部の大規模畜産農家との耕畜連携によ

り、水稲や飼料作物等を作付けすることで水田の有効活用を図るとともに、農地中間管

理事業を活用した担い手への農地集積・集約化を行う。 

  そして、担い手は自らの経営規模の拡大又は生産性の向上を図り、地域も一体となっ

て新たな担い手の確保・育成に取り組む。 

 



 農地中間管理事業の推進に関する法律（平成２５年法律第１０１号）第２６条第１項に

基づく農業者等の協議が行われたので、同項の規定により下記のとおり公表する。 

 

平成３１年２月２１日 

 

平戸市長  黒田 成彦 

 

記 

 

１．協議の場を設けた区域の範囲 

  大根坂地区 

 

２．協議の結果を取りまとめた年月日 

  平成３１年２月２１日 

 

３．当該区域における今後の地域の中心となる経営体（担い手）の状況 

 ・法人 なし 

 ・個人 ２９経営体 

 

４．３の結果として、当該区域に担い手が十分いるかどうか 

  担い手は十分確保されている。 

 

５．当該区域における農地中間管理事業の活用方針 

  地域の農地所有者、農業をリタイア・経営転換する人及び担い手の分散錯圃を解消す

るため利用権を交換しようとする人は、原則として農地中間管理機構に貸し付ける。 

 

６．当該区域における農業の将来のあり方 

  生産性の向上及び農業経営基盤の強化等を図るため、担い手への農地集積・集約化を

進めるとともに、区画整理の実施を検討する。 

  担い手への農地集積・集約に当たっては、地域の徹底した話合いの下、農地中間管理

事業の活用による効率的な農地利用に努め、地域農業の安定的な経営を確立する。 

  そして、担い手は地域の基幹作目である葉たばこ及び繁殖牛を中心とした経営規模の

拡大又は生産性の向上を図り、地域も一体となって新たな担い手の確保・育成に取り組

む。 

 


